













































































Creativity and Humour in Occupy Movements:  
Intellectual Disobedience in Turkey and Beyond
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Practising Diplomacy in the Mamluk Sultanate:  
Gifts and Material Culture in the Medieval Islamic World
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Politics of the Islamic Tradition:  
The Thought of Muhammad al-Ghazali
Abingdon: Routledge, 2016.
現代イスラームの出発点は、しばしば、19世紀以降の近代との遭遇にある
といわれてきた。西洋列強による脅威と、その技術的・文化的な影響のもと
で、イスラームの再解釈が始まり、伝統的イスラーム理解と近代的なそれと
の相克が生じたというのである。こうした語りに対して、現代イスラームが
辿ってきた道のりを、より立体的に描き出そうとしたのが、ムハンマド・ムー
サー著『イスラーム的伝統の政治学―ムハンマド・ガザーリーの思想』である。本書では、現代エジプト
の知識人、ムハンマド・ガザーリー（Muh
3
ammad al-Ghazālī, 1917-96）の著述を軸に、そこにあらわれる「刷
新（tajdīd）」が、いかに過去のイスラーム思想の継承や修正、発展によるものとして捉えうるかが丹念に検
証されている。
ガザーリーはアズハル出身のウラマーであり、かつ1940年代から50年代のはじめには、ムスリム同胞
団の中心人物として活躍した。著者はガザーリーを、「ムスリム世界の政治的・宗教的構図が根本的に描
き変えられる中で、その立役者となった非常に重要な人物」と評している（序章）。一方、前近代の思想や
運動を主な研究対象としてきた欧米のイスラーム研究や中東研究においては、現代の知識人であるガザー
リーにはほとんど注意が向けられてこなかった（第2章）。現代イスラームがもっぱら西洋近代との関わり
から語られてきた背景には、研究対象の偏りと現代の事例研究の不足があることが示唆されている。
本書の中でも強調されている通り、ガザーリーの著述の中には―おそらく、その経歴からは想像がつ
かないほどに―柔軟なイスラーム理解のあり方が見出される。それは時に、異文化の思想や価値観、概
念の摂取や援用であり、時代や社会状況に応じた形での解釈や主張の変更である。本書を読む前に筆者が
知った例として、以下のようなものがあった。ガザーリーは1950年代の著作の中で、女性の社会進出につ
いて極めて否定的な見解を示していた。ところがその数十年後、1980年代の著作の中では、クルアーンや
ハディースの再解釈とともに、世界各地に優れた女性指導者が存在してきたという状況に言及しつつ、イ
スラームにおいては女性が社会で主導的地位に就くことに問題はないと断言した。この変化はなぜ、どこ
から来たのかというのが筆者にとっての疑問であった。
本書によると、ガザーリーのイスラーム理解の基層には「神与の倫理的規範とは何か」という問いがあ
る。その答えを導き出すためには、クルアーンやハディースといった聖なるテクストを参照するのととも
に、その解釈が必要になる。そして解釈とは、それを行う人々の経験と密接に結びついたものである。イ
スラームの理解は、過去からのつながりの中で常に「刷新」されてきたものであり、今後もされ続けていく
ものである。そして、こうした着想や方法論は、ガザーリーがアズハルをはじめ複数の場で接してきた、
過去のイスラームの思想や運動に連なるものであり、イスラーム的伝統と呼びうるものの一部であった、
というのが本書の主張である（第3章～第6章）。
著者は現代のイスラームを「過去の動的な継続」と呼ぶ（結論）。過去には「西洋近代との遭遇」も含まれ
るが、それだけではない。本書は、今後発展していくであろう、イスラームの現代研究に多くの示唆を与
える一冊である。
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